
『ニャンの日にまいります！』　木内　南緒／作
・晴也は苗字が変わったころから、教室内でうまくいかないことが多く
なった。そんなある日の学校帰り、サビ猫を拾い、「カギ助」と命名して飼
うことに。すると、不思議な夢を見るようになり…。 （小中）

『おなかおすかせたドラゴンとためいきゼリー』　仁科　幸子／作

・黒ネコが街のネコたちのためいきを集めて作る不思議な水アメ。なめ
たネコはみんな、一瞬目を輝かせますが、ある時…。ためいきをすって
ハッピーエネルギーを作り出す、ちょっと変わったドラゴンと友だちの黒
ネコのお話。 （小中）

『三まいのはがき』　おくやま　ゆか／さく
・3枚のはがきを受けとったゆうた。それは、ナメヨ、ガマコ、ニョロミからの
招待状でした。ゆうたは3人の家に行き、楽しく過ごしますが、帰ろうとす
ると、3人がゆうたを取り合って、けんかをはじめて…。 （小初）

『おばけとしょかん　花子さんをさがせ』　斉藤　洋／作
・ぼくの町のとしょかんは、昼間は普通のとしょかんだけど、夜、遅くなる
とおばけとしょかんになる。ある日の夕方、としょかんから「本を返しにき
て」と電話があって…。童話シリーズ「おばけとしょかん」の第2弾。
（小初）

『キャベたまたんてい　おとぎ世界でじけんはっせい⁉』
三田村　信行／作
・シンデレラの世界に入りこんだ、キャベたまたんていたち。そこでは、シ
ンデレラが落としたガラスのくつが何者かに盗まれてしまっていた。キャ
ベたまたんていは、ガラスのくつを見つけることができるのか。見返しに
めいろあり。 （小初）

『ふしぎ駄菓子屋銭天堂　１８』　廣嶋　玲子／作
・その駄菓子屋は、幸せと不幸のわかれ道。女主人・紅子が、きょうもお
客さんの運命を駄菓子で翻弄する-。「妖刀糖」「景気ケーキ」など、駄
菓子屋「銭天堂」を舞台にした不思議なお話全7編を収録。 （小中）

『はりねずみのルーチカ　ちいさな夜の音楽会』　かんの　ゆうこ／作

・ひとびとの国に住んでいたがちょうのモーツァルトは、ぬいぐるみとして
のお役目を終えて、フェリエの国へやってきました。そして、雨も働くこと
も嫌いな雨傘と出会い、自分はなにがしたいのかを考えるように…。
（小中）

本が見あたらないときは、かかりの人に聞いてね。予約もできます。新しい本は他にもあります。 
小初は１・２年、小中は３・４年、小上は５・６年をめやすにしてください。 
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『キノの旅　１』　時雨沢　恵一
・多数決ですべてを決める国、大人になるために手術をする国…。人間
キノと、言葉を話す二輪車エルメスは、いろいろな国を旅して、いろいろ
な人と出会い-。ショートストーリー連作の形で綴られる、キノとエルメス
の旅の物語。 （小上）

『チャンス　はてしない戦争をのがれて』　ユリ・シュルヴィッツ／作

・ユダヤ人の絵本作家ユリ・シュルヴィッツが第二次世界大戦にまきこま
れたのは、4歳の頃だった。ナチスドイツ軍の攻撃のあと、ポーランドを
脱出し、各地を転々とした時の生々しい体験を、豊富なイラストとともに
描き出す。 （小中、小上）

『なりたいわたし』　作／村上　しいこ
・千愛は3年生になってから、なんだかうまくいかない。友だちの輪にうま
くなじめなくて…。学童クラブ「くれよん」を舞台に、女の子たちの友情と
悩み、将来へのあこがれを描く、やさしくてちょっぴりほろにがい物語。
（小中、小上）

『雨の日が好きな人』　佐藤　まどか
・おかあさんが再婚し、小6の七海に新しいおとうさんと新しいおねえ
ちゃんができた。しかしおかあさんたちは、ずっと入院しているおねえ
ちゃんを心配し、七海をほったらかしにして…。複雑な家庭の中で揺れ
る少女の心を描く。 （小上）

『ラベンダーとソプラノ』　額賀　澪／作
・「今年こそ金賞を」の重圧と厳しい練習で崩壊寸前の合唱クラブ。そん
なとき小6の真子は、ボーイソプラノの朔や商店街の合唱団と出会い、
頑張ることの意味やクラブのあり方を考えはじめ…。 （小上）

『黒と白のあいだで　翔の四季　秋』　斉藤　洋／作
・世界は見えたままでも、きこえたままでもない-。翔は、近所で起きた不
審火や学校でのレアカード盗難事件を通して、「正しさ」を考えることに
…。もの思う少年・翔をとりまく1年間を描いた「翔の四季」シリーズ。（小
上）

『こどもに聞かせる一日一話』　福音館書店「母の友」編集部
・あひるのぼうし、ぐりとぐらのピクニック、首かざりと金のたまごなど、子ど
もと一緒に楽しめる、短くておもしろい童話30話を紹介します。生活文
化雑誌『母の友』掲載を書籍化。 （３～５、小初、一般）

『ぼくたちはまだ出逢っていない』　八束　澄子
・イギリス人と日本人のハーフでいじめに悩む陸。母親の再婚相手の家
に岡山から越してきた美雨。「漆」に導かれてめぐりあったふたりの世界
が、少しずつ変わっていき…。伝統技法「金継ぎ」に彩られた出逢いと
修復の物語。 （小上、中、高）
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